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編集後記	 

 
アカデミック・ジャパニーズ・ジャーナル（AJJ）第 5号は、研究論文 1編、実践報告 2

編、調査報告 3 編、研究ノート 2 編の計 8 編の掲載となった。内容的にも、国内・海外の
JSL・JFLの教育実践に加えて、大学のライティング・センターのチューターや理工系大学
院生などの多様な対象への調査や分析が含まれており、アカデミック・ジャパニーズの現

場の多様性を反映した構成となっている。会員の皆様には、今後もぜひ積極的に多様な対

象への各種の試みの成果を、AJJに投稿していただきたい。 
また、前号の編集後記にも述べたことではあるが、非会員の読者の皆様には、Web ジャ

ーナルを見て本研究会に興味を抱かれたならば、ぜひ定例研究会（例年 6 月、11 月、2 月
の 3回）にもご参加いただき、研究交流を深めていただきたい。 

（編集委員 Y.O.記） 
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